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特 集 「九重町第５次総合計画」策定に向けて

九重町第５次総合計画って？

　総合計画は、九重町に住む皆さんが将来も幸せに安心して暮らしていけるように、九重町の10年間のまちづ
くりを計画するもので、まちづくりを進めていくうえで、最も基本的で大切な計画です。
　令和３年度で現在の第４次総合計画の期間（10年間）が終わることから、九重町では新たに第５次総合計画
の策定をすすめています。

2040年頃の問題や課題って？

　皆さんは、「2040年問題」という言葉を聞いたことがありますか？　日本では、少子高齢化問題が進んでい
ますが、2040年に特に深刻になるといわれています。そして、それらは将来的に私たちの生活にも大きく影響
する可能性があることから、「2040年問題」といわれています。

●「九重町第5次総合計画」の策定に向け、
　2040年頃に九重町が抱える問題や課題についてお知らせします。
　九重町の将来について、皆さんも一緒に考えてみませんか？

　2040年といえば、現在30歳の人は50
歳、現在20歳の人は40歳を少し超えたあ
たり。それほど遠い未来ではありません。

　九重町の人口は、１町３村が合併して発
足した1955年（昭和30年）の21,316人
をピークに減少しています。2015年(平
成27年)における国勢調査では9,645人と
なっています。
　推計では、今後も人口減少は加速し、
2040年（令和22年）には5,882人まで減
少すると予想されています。

▼ 2040年ってまだまだ先のこと？

▼九重町の人口はどうなるの？

2020 年

九重町の人口推計

2040 年

15 ～ 64才

0～ 14才

3,936 人 2,500 人

965人 564人

65才以上

3,959 人 2,818 人

8,860 人合計 5,882 人合計

出典：「日本の将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所）　　　＝約 500人
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２０４０年頃にやってくる
九重町の問題と課題について
知っていただけたでしょうか？

20年後の九重町がどうなってい
くのかはわかったけど、九重町
が元気なままでいるためには

子どもたちや両親、
地域の高齢者のためには

今後のまちづくりの方向性は？

20 年はあっという間です。
今から一緒に九重町の将来に
ついて考えていきましょう

まずは、皆さまからのご意見を
アンケートでお聞かせください

人口増加を前提としてきたこれまでの制度や運用は、これからやってくる
人口減少社会では、同じようにしても効果が発揮できない可能性が高い

インフラ（水道や道路等）や公共施設は、もうすぐ更新時期を迎えます。
人口が減少していくなかで、どれを残してどのように活かしていくのか？「選択と集中」という言葉
を、より考えて実現化し、人口減少社会を見据えた九重町にシフトしていくことも必要に。

子育て

医療・介護

空き家・土地

インフラ 労働力

教育

どうしたらいいんだろう？

問題や課題はたくさんですが…

ケーブルテレビで放送します！
４月２１日より九重ケーブルテレ
ビの特別放送で詳しくご説明しま
すのでご覧ください

地域コミュニティの充実 コンパクトな町づくり
加速化する高齢化・人口減少に加えて、居住エ
リアも広範囲に点在している九重町の特性を踏
まえ、行政効率（経済性）の観点からも地域の
中心エリアに集住し、コンパクトで効率を重視
した町づくりの推進が必要。

「住民との協働＝簡素で美しい田舎づくり」と
して進めてきた、地域コミュニティを充実させ
ることで地域の絆を取り戻す。これにより、小
規模自治体でありながらも、住民の皆さんの満
足度を高めることが、持続可能で魅力的な九重
町として存続するために必要。


